
令和３年度末現在の基金・公有財産の状況
基　　金 公有財産（土地および建物）

令和４年度執行状況

令和３年度　涌谷町決算報告

基　金　名 決算年度末現在高
財 政 調 整 基 金 10億5,715万5千円
減 債 基 金 6億694万4千円
震 災 復 興 基 金 3,109万7千円
ふ る さ と 涌 谷 創 生 基 金 5億7,314万6千円
公 営 住 宅 用 地 取 得 基 金 1,609万8千円
保 健 福 祉 基 金 436万5千円
農 業 振 興 奨 励 基 金 661万7千円
農業高齢者肉用牛貸付基金 8頭

肉用牛特別導入事業基金 5頭
598万6千円

ふるさと水と土保全基金 1,129万円
森 林 環 境 整 備 基 金 328万7千円
歴 史 文 化 基 金 780万9千円
新型コロナ中小企業等支援基金 1,560万7千円
新型コロナ農畜産業支援基金 185万9千円
新型コロナ稲作継続支援基金 38万8千円

土 地 開 発 基 金 327,774㎡
3,445万9千円

国 保 会 計 財 政 調 整 基 金 5億9,028万9千円
国保出産費資金貸付事業基金 300万円
介 護 保 険 給 付 基 金 1億8,546万9千円

合計 31億5,486万5千円

区　分 決算年度末現在高
土地（㎡） 建物（㎡）

本庁舎 8,214.35 3,294.87
医療福祉センター 57,098.53 3,430.05

その他の
行政機関

消防施設など 4,003.28 8,505.84
その他の施設 － －

公共用
財産

学校 138,016.91 26,294.67
公営住宅 58,250.32 16,147.06

公園 131,518.04 415.10
その他の施設 438,479.04 31,670.51
山林 947,487.00 －

その他の施設および土地 1,314,755.74 10,313.47
合計 3,097,823.21 100,071.57

会計名 予算現額 収入済額 支出済額
（繰越額を含む） 金額 収入割合 金額 支出割合

一般会計 7,976,039 3,808,411 47.7% 3,147,058 39.5%
国民健康保険特別会計 1,899,312 774,341 40.8% 874,025 46.0%
後期高齢者医療保険特別会計 186,229 72,876 39.1% 68,158 36.6%
介護保険特別会計 1,949,302 854,735 43.8% 723,706 37.1%

水道事業会計

収益的収入 423,068 186,491 44.1% － －
収益的支出 407,655 － － 121,151 29.7%
資本的収入 46,626 2,750 5.9% － －
資本的支出 134,806 － － 50,540 37.5%

下水道事業会計

収益的収入 486,272 174,074 35.8% － －
収益的支出 498,272 － － 67,248 13.5%
資本的収入 299,486 60,200 20.1% － －
資本的支出 448,714 － － 183,936 41.0%

国民健康保険
病院事業会計

収益的収入 2,021,444 957,970 47.4% － －
収益的支出 2,044,944 － － 864,969 42.3%
資本的収入 45,006 45,006 100.0% － －
資本的支出 91,246 － － 42,953 47.1%

老人保健施設
事業会計

収益的収入 525,834 238,931 45.4% － －
収益的支出 547,394 － － 230,431 42.1%
資本的収入 32,465 32,465 100.0% － －
資本的支出 32,965 － － 16,537 50.2%

訪 問 看 護 ス テ ー
ション事業会計

収益的収入 65,966 30,391 46.1% － －
収益的支出 58,908 － － 22,081 37.5%
資本的収入 － － － － －
資本的支出 11,702 － － 11,702 100.0%

この報告は「涌谷町財政事情書の作成及び公表に関する条例」により公表するものです。
▶︎問い合わせ先　企画財政課財政班　☎43-2112・Eメール：gr-zaimu@town.wakuya.miyagi.jp

令和4年9月30日
単位：千円
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涌谷高校美術部が大活躍
防犯ポスターコンクールで最優秀賞受賞
　公益社団法人宮城県防犯協会連合会と宮城県警察
が実施した令和4年防犯ポスターコンクールにおいて、
涌谷高等学校2年美術部所属の斑

まだら

目
め

春
は る

菜
な

さんが、薬物
乱用防止をテーマとしたポスターで最優秀賞を受賞し
ました。作品は、禁止薬物が入った瓶の中で顔を覆
い苦しむ様子の女性が描かれており、「一度やったら、
二度と出られない」というメッセージと暗い色使いで
薬物の危険な依存性を伝えるデザインとなっています。
涌谷高校美術から斑目さんの他に、4人が作品を出品
し、全員が入賞を果たしました。

創業150周年を記念
涌谷第一小学校に演台と下駄箱を贈呈
　涌谷町で食品卸業を営む株式会社千坂が、創業から
150周年を迎えた記念として、9月22日（木）に涌谷第
一小学校に演台と下駄箱を贈呈しました。
　贈呈式では、株式会社千坂の千坂剛

たけ

久
ひ さ

代表取締役社
長から「当社と同じ150年の歴史を持つ皆さんに誇り
を持っていただくとともに、150年間、この地で経営
を続けてくることができた地域への感謝を込めつつ、
日頃から教育に尽力されている先生方への感謝の思い
も込めて演台と下駄箱を贈呈させていただきました」
と挨拶されました。

町民総ぐるみでの交通安全の賜物
交通死亡事故ゼロ1,000日達成
　9月17日（土）に、涌谷町内での交通死亡事故ゼロの
日が、連続1,000日を達成しました。
　この記録に対して、9月22日（木）に、宮城県知事と
宮城県警察本部長から褒状が伝達されました。
　褒状の伝達式には、日頃から涌谷町内の交通安全に
かかわる啓発に尽力されている遠田地区交通安全協会
や涌谷町婦人防火交通安全クラブ連合会、涌谷町交通
指導隊の皆さんが出席しました。今後とも安全で安心
な涌谷町であり続けられるよう、引き続き交通安全の
遵守をお願いします。

京都清水寺の大西英
えい

玄
げ ん

執事補が箟
こん

峯
ぽ う

寺
じ

を訪問
清水寺と箟峯寺が令和に再会
　10月9日（日）に、無

む

夷
い

山
さ ん

箟峯寺に、京都清水寺の大
西英玄執事補が訪問され、1200年の時を経た令和の
再会が果たされました。
　箟峯寺は創建当初、清水寺と同じ法相宗で、清水寺
の成

じょう

就
じ ゅ

院
い ん

が所有する成就院日記に、箟峯寺の僧侶が清
水寺を訪れていたという記録が残っています。
　再会当日は、佐々木了

りょう

章
しょう

箟峯寺貫主と大西氏が再会
を記念した対談が行われた他、箟峯寺の秘仏の十一面
観音が特別にご開帳されました。
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郷土芸能の保存継承の一助として
日本教育公務員弘済会宮城支部から奨励金
　9月21日（水）に、涌谷町箟岳白山豊年踊り保存会に
対して、公益財団法人日本教育公務員弘済会宮城支部
から奨励金の目録が贈呈されました。
　この奨励金は子どもたちの健全な育成や教育の向上
発展を目指す継続的な活動に対して助成されているも
のです。
　箟岳白山豊年踊りは、町が誇る大切な郷土芸能です。
箟岳白山豊年踊り保存会では、この奨励金を今後の保
存と継承を進めていくために、道具の修繕などに役立
てていく予定です。

大規模災害に対応できる生徒を育成するために
涌谷高等学校で災害対応ワークショップ
　9月29日（木）に、地域連携型学校防災体制等構築推
進事業の実践研究協力校に指定されている涌谷高等学
校において、6月10日（金）に実施した避難所運営ワー
クショップに続き、生徒全員が参加しての災害対応
ワークショップが実施されました。今回も、東日本大
震災当時に、石巻西高校で教頭として避難所運営の陣
頭指揮をとっていた齋藤幸

ゆき

男
お

さんを講師に迎え、タテ
割り意識を見直しつつ、生徒たちが自主的に考え行動
し最適解を導き出すための能力向上を目的としたワー
クショップが実施されました。

円熟した歌声のハーモニー
わくやハーモニー45周年記念コンサート
　10月1日（土）に、涌谷公民館において、わくやハー
モニーの皆さんによる発足45周年記念コンサートが
開催されました。
　わくやハーモニーは、昭和51年に涌谷公民館活動の
一つとして発足して以来、45年間にわたって活動して
きました。新型コロナウイルス感染症の影響で1年遅
れの記念コンサートの開催となりましたが、会場を埋
め尽くすほどの大勢の観客が集まり、長年にわたり歌
い続けてきた歌声を披露し、会場をわかせていました。

遠藤釈雄町長コラム

歴代の町長さん
　町長室には歴代の町長の写真が掲額されている。初
代町長の齋藤望

のぞむ

氏、第二代町長の大平德
と っ

弘
こ う

氏、第三代
町長の本間八

は ち

郎
ろ う

氏、第四代町長の大橋荘
し げ

冶
よ し

氏、第五代
町長の安部周

しゅう

治
じ

氏、第六代の大橋信
の ぶ

夫
お

氏の方々である。
託されたそれぞれの時代を懸命に務められた方々である。
　日々の行政では多くの問題、難題が生じる。そんな
時、写真におさまる皆さまに問い掛けたりする。一人
ご健在だった、安部周治さんも、鬼籍に入られた。情
け深く、後輩思いの方であった。ご冥福をお祈りします。

《遠藤釈雄町長の公務（9月16日～10月15日）》
●9月21日㈬	 秋の交通安全運動出発式
� （涌谷公民館）
●9月27日㈫	 大崎地域公立病院経営強化プラン
　　　　　　	 策定調整協議会� （大崎市）
●9月29日㈭	 涌谷町地域振興公社臨時会員総会　
� （町内）
●9月29日㈭	 健康と福祉の丘運営委員会� （役場）
●10月3日㈪	 太田簡易水道通水式� （箟岳公民館）
●10月9日㈰	 長純一さんをしのぶ会� （仙台市）
●10月14日㈮	 政務委員会及び町村長会議�（仙台市）
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練
を
実
施
し
ま
す
。
訓
練
に
伴
い
、

防
災
無
線
放
送
と
緊
急
速
報
メ
ー

ル
配
信
を
実
施
し
ま
す
。
実
際
の

災
害
と
間
違
わ
な
い
よ
う
、
御
注

意
願
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
の
訓
練
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
対
象
者
以
外
の
参

加
は
で
き
ま
せ
ん
。
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

▼
日
時　
11
月
５
日（
土
）

　
　
　
　
８
時
～
12
時

▼
場
所　
涌
谷
高
等
学
校

▼
各
配
信
時
間　
８
時
、
８
時
30

分
、
９
時
、
12
時　
計
４
回

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
防
災
交
通
班

☎
43
ー
２
１
１
６

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額

が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税

お
よ
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て

全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
そ
の
年
の
１
月
１

日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し

た
保
険
料
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た

め
に
は
、
納
付
し
た
こ
と
を
証
明

す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
令
和
４
年
１
月
１

日
か
ら
令
和
４
年
９
月
30
日
ま
で

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人

に
は
、
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機

構
か
ら
社
会
保
険
料（
国
民
年
金

保
険
料
）控
除
証
明
書
が
送
付
さ

れ
ま
す
。
申
告
書
の
提
出
の
際
に

は
、
必
ず
こ
の
証
明
書
ま
た
は
領

収
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
令

和
４
年
10
月
１
日
か
ら
令
和
４
年

12
月
31
日
ま
で
に
、
今
年
初
め
て

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人

に
は
、
翌
年
の
２
月
上
旬
に
送
付

さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
家
族
の
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
し
た
場
合
も
、
本
人
の

社
会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
家
族
あ
て
に

送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付
の

上
、
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
ー
０
０
３
ー
０
０
４

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

11
月
30
日（
い
い
み
ら
い
）

は
年
金
の
日
で
す

　
厚
生
労
働
省
で
は
、「
国
民
お

一
人
お
一
人
、「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ

ト
」
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
、
高

齢
期
の
生
活
設
計
に
思
い
を
巡
ら

し
て
い
た
だ
く
日
」
と
し
て
、
11

元
涌
谷
町
長
の

安
部
周
治
氏
の
訃
報

　
去
る
10
月
７
日（
金
）に
、
元
涌

谷
町
長
安
部
周
治
氏
が
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
ご
功
績
の

紹
介
な
ど
の
詳
細
は
、
広
報
わ
く

や
12
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

善
意
を
あ
り
が
と
う

（
9
月
分
受
付
）

▼
ふ
る
さ
と
納
税

　
全
国
の
１
０
７
人
の
皆
さ
ま�

�

２
２
７
万
２
千
円

▼
教
育
行
政
の
一
助
と
し
て

　
株
式
会
社
千
坂
さ
ま

　
演
台
・
シ
ュ
ー
ズ
ロ
ッ
カ
ー

▼
教
育
行
政
の
一
助
と
し
て

　
公
益
財
団
法
人
ベ
ル
マ
ー
ク

　
教
育
助
成
財
団
さ
ま

　
学
校
教
育
機
器�

一
式

▼
町
行
政
の
一
助
と
し
て

　
匿
名
さ
ま�

２
万
円

▼
福
祉
行
政
の
一
助
と
し
て

　
匿
名
さ
ま�

寄
附
金

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
総
務
班

☎
43
ー
２
１
１
１

教
育
委
員
再
任
の

お
知
ら
せ

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
男
澤
純じ

ゅ
ん

子こ

氏（
小
里
区
）が
議
会
の
同
意
を
得

て
、
10
月
1
日
付
け
で
教
育
委
員

に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
男
澤
氏
は
引
き
続
き
、
法
律
で

選
任
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
保

護
者
委
員
と
し
て
、
保
護
者
の
立

場
か
ら
教
育
に
か
か
わ
る
施
策
や

課
題
な
ど
に
つ
い
て
の
調
査
や
審

議
な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

教
育
総
務
課　
☎
43
ー
２
１
４
０

防
災
行
政
無
線
に
よ
る

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
訓
練
を

実
施
し
ま
す

　
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）の
訓
練
を
実
施
し
ま

す
。
実
際
の
災
害
と
間
違
え
な
い

よ
う
に
ご
注
意
願
い
ま
す
。
全
国

的
な
訓
練
の
た
め
、
国
・
県
の
判

断
で
予
告
な
し
に
中
止
ま
た
は
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

《
情
報
伝
達
訓
練
》

▼
日
時　
11
月
16
日（
水
）11
時
頃

▼
放
送
内
容

♪
上
り
チ
ャ
イ
ム
♪

　
こ
れ
は
テ
ス
ト
で
す（
×
３
回
）

　
ぼ
う
さ
い
わ
く
や
広
報
で
す

♪
下
り
チ
ャ
イ
ム
♪

《
緊
急
地
震
速
報
訓
練
》

▼
日
時　
11
月
２
日（
水
）10
時
頃

▼
放
送
内
容

♪
上
り
チ
ャ
イ
ム
♪

　
た
だ
い
ま
か
ら
訓
練
放
送
を
行

い
ま
す

♪
緊
急
地
震
速
報
チ
ャ
イ
ム
音
♪

　
緊
急
地
震
速
報
。
大
地
震
で
す
。

こ
れ
は
訓
練
放
送
で
す（
×
３
回
） 

　
こ
れ
で
訓
練
放
送
を
終
わ
り
ま

す♪
下
り
チ
ャ
イ
ム
♪

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
防
災
交
通
班

☎
43
ー
２
１
１
６

涌
谷
町
総
合
防
災
訓
練
に

伴
う
防
災
無
線
放
送
と
緊

急
速
報
メ
ー
ル
に
つ
い
て

　

涌
谷
高
等
学
校
を
会
場
と
し
、

該
当
地
区
を
対
象
と
し
た
防
災
訓

男澤純子氏
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令
和
４
年

秋
の
火
災
予
防
運
動
を

実
施
し
ま
す

い
っ
て
き
ま
す

マ
ス
ク
は
つ
け
た 

火
は
消
し
た

　
11
月
９
日（
水
）か
ら
11
月
15
日

（
火
）の
期
間
、
秋
の
火
災
予
防
運

動
を
実
施
し
ま
す
。
大
切
な
生
命

と
財
産
を
守
る
た
め
、
火
の
取
扱

い
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

遠
田
消
防
署　
☎
43
ー
２
３
５
１

令
和
５
年
版
み
や
ぎ
手

帳
の
申
し
込
み
を
受
け

付
け
て
い
ま
す

　
令
和
５
年
版
み
や
ぎ
手
帳
は
、

見
や
す
く
使
い
や
す
い
月
間
予
定

表
と
日
記
、
国
・
県
・
市
町
村
の

最
新
統
計
資
料
や
仕
事
・
生
活
に

役
立
つ
資
料
な
ど
を
収
録
。

　

大
き
さ
は
15
㎝
×
８・
８
㎝
、

価
格
は
６
０
０
円（
消
費
税
込
）。

色
は
グ
レ
ー
と
紅（
む
す
び
丸
デ

ザ
イ
ン
）の
２
色
展
開
で
す
。
購

入
す
る
場
合
は
、
11
月
30
日（
水
）

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

企
画
財
政
課
企
画
班

☎
43
ー
２
１
１
２

有
害
鳥
獣
駆
逐
用
煙
火
の

使
用
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　
大
崎
管
内
で
、
畑
な
ど
を
荒
ら

す
イ
ノ
シ
シ
や
サ
ル
な
ど
を
追
い

払
う
た
め
に
有
害
鳥
獣
駆
逐
用
煙

火
を
使
用
し
た
際
に
、
負
傷
や
火

災
す
る
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

直
接
手
に
持
っ
た
り
、
燃
え
や
す

い
も
の
の
近
く
で
使
用
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

大
崎
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
消

防
本
部　
☎
24
ー
４
２
６
８

令
和
５
年
涌
谷
町
二は
た
ち十

歳
を

祝
う
会
の
開
催
に
つ
い
て

　
涌
谷
町
で
は
、
令
和
４
年
度
に

20
歳
を
迎
え
る
皆
さ
ま
の
前
途
を

祝
し
、
涌
谷
町
二
十
歳
を
祝
う
会

を
開
催
し
ま
す
。

　
詳
細
は
、
11
月
中
に
案
内
を
送

付
し
ま
す
。

▼
日
時　
１
月
８
日（
日
）

　
　
　
　
開
式
10
時
30
分

▼
場
所　
涌
谷
公
民
館

▼
対
象
者　
平
成
14
年
４
月
２
日

　
～
平
成
15
年
４
月
１
日
生
ま
れ

▼
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課　
☎
43
ー
３
０
０
１

く
ら
し
の
な
ん
で
も

相
談
会

　
専
門
家
が
連
携
し
、
生
活
に
関

連
す
る
悩
み
を
解
決
す
る
た
め
の

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
無
料
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。
予
約
優
先
で
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。

▼
日
時　
11
月
22
日（
火
）

　
　
　
　
10
時
～
16
時

▼
場
所　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
石
巻

　
　
　
　
１
階
緑
の
広
場

▼
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

宮
城
県
行
政
書
士
会

☎
０
２
２
ー
２
６
１
ー
６
７
６
８

全
国
一
斉

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

強
化
週
間

　
仙
台
法
務
局
と
宮
城
県
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
で
は
、
全
国
一
斉

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
強
化

週
間
と
し
て
電
話
相
談
を
開
設
し

ま
す
。

▼
期
間　
11
月
18
日（
金
）

　
　
　
～
11
月
24
日（
木
）

　
　
　
平
日
８
時
30
分
～
19
時

　
　
　
土
日
祝
10
時
～
17
時

▼
相
談
先　
仙
台
法
務
局
人
権
擁

護
部

☎
０
５
７
０
ー
０
７
０
ー
８
１
０

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

コロナ対策お知らせ イベント相談 募集

▼
相
談
先

▽
固
定
・
携
帯
電
話
か
ら

　
♯
８
０
０
０

▽
そ
れ
以
外

　
☎
０
２
２
ー
２
１
２
ー
９
３
９
０

《
こ
ん
な
と
き
は
１
１
９
番
》

　
言
葉
が
出
に
く
い
。
突
然
片
方

の
手
足
に
力
が
入
り
に
く
く
な
っ

た
。
胸
が
締
め
付
け
ら
れ
る
よ
う

痛
い
。
頭
が
割
れ
る
よ
う
に
痛
い
。

息
苦
し
い
呼
吸
し
に
く
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

遠
田
消
防
署　
☎
43
ー
２
３
５
１

ふ
る
さ
と
パ
ッ
ク
冬
を

贈
り
ま
せ
ん
か
？

　
お
世
話
に
な
っ
た
人
や
遠
方
に

離
れ
た
人
に
贈
る
涌
谷
町
の
銘
菓

や
加
工
品
、
野
菜
な
ど
の
お
い
し

い
が
詰
ま
っ
た
ギ
フ
ト
「
ふ
る
さ

と
パ
ッ
ク
」
の
申
し
込
み
を
受
け

付
け
ま
す
。
申
込
用
紙
は
、
涌
谷

町
役
場
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
に
備

え
付
け
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
別

紙
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

☎
43
ー
２
１
１
９

月
30
日
を
年
金
の
日
と
し
て
い
ま

す
。こ
の
機
会
に
、ね
ん
き
ん
ネ
ッ

ト
で
自
分
の
年
金
記
録
や
年
金
見

込
額
を
確
認
し
、
将
来
の
生
活
設

計
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

救
急
車
の
適
正
利
用
に

協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
自
分
自
身
や
家
族
の
体
調
が
お

か
し
い
が
、
救
急
車
を
呼
ぶ
べ
き

か
迷
っ
た
際
は
、「
♯
７
１
１
９
」

ま
た
は
「
♯
８
０
０
０
」
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
♯
７
１
１
９
」
は
、
宮
城
県

お
と
な
救
急
電
話
相
談
で
、
医
療

ス
タ
ッ
フ
が
受
診
の
必
要
性
や
対

処
方
法
な
ど
の
助
言
や
医
療
機
関

の
案
内
を
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

▼
相
談
時
間　
平
日
19
時
～
８
時

　
　
　
　
土
曜
日　
14
時
～
８
時

　
　
　
　
日
・
祝
日　
24
時
間

▼
相
談
先

▽
固
定
・
携
帯
電
話
か
ら

　
♯
７
１
１
９

▽
そ
れ
以
外

　
☎
06
ー
６
５
８
２
ー
７
１
１
９

　
「
♯
８
０
０
０
」
は
、
宮
城
県

こ
ど
も
救
急
電
話
相
談
で
、
子
ど

も
の
急
な
事
故
へ
の
応
急
方
法
に

関
す
る
助
言
な
ど
を
医
療
ス
タ
ッ

フ
が
案
内
し
ま
す
。

▼
相
談
時
間　
毎
日
19
時
～
８
時
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交
通
事
故
の
損
害
賠
償
問

題
に
無
料
で
応
じ
ま
す

　
自
動
車
事
故
で
発
生
し
た
損
害

賠
償
問
題
の
紛
争
解
決
を
弁
護
士

が
中
立
公
正
な
立
場
か
ら
無
料
で

お
手
伝
い
し
ま
す
。
相
談
希
望
の

際
は
、
電
話
で
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

公
益
財
団
法
人
交
通
事
故
紛
争
処

理
セ
ン
タ
ー
仙
台
支
部

☎
０
２
２
ー
２
６
３
ー
７
２
３
１

（
平
日
９
時
～
17
時
）

高
齢
者
・
障
害
者
の
た
め
の

成
年
後
見
・
相
続
・
遺
言

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
司
法
書
士
が
、
成
年
後
見
・
保

佐
・
補
助
な
ど
の
法
定
後
見
お
よ

び
任
意
後
見
、
併
せ
て
相
続
、
遺

言
に
関
す
る
相
談
に
無
料
で
応
じ

ま
す
。
相
談
は
、
電
話
相
談
の
他
、

面
接
相
談（
要
予
約
）も
お
受
け
し

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
日
時　
11
月
20
日（
日
）

　
　
　
　
10
時
～
16
時

▼
問
い
合
わ
せ
先

宮
城
県
司
法
書
士
会

☎
０
２
２
ー
２
６
３
ー
６
７
５
５

令
和
５
年
度
町
立
幼
稚
園

入
園
児
童
を
募
集
し
ま
す

▼
入
園
資
格　
涌
谷
町
在
住
の
３

歳
児
か
ら
５
歳
児（
４
歳
児
５
歳

児
は
未
入
園
児
）が
対
象
で
す
。

・
３
歳
児（
平
成
31
年
４
月
２
日

～
令
和
２
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

・
４
歳
児（
平
成
30
年
４
月
２
日

～
平
成
31
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

・
５
歳
児（
平
成
29
年
４
月
２
日

～
平
成
30
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

▼
通
園
区

・
涌
谷
幼
稚
園（
☎
43
ー
３
３
４

３
）　
１
区
～
６
区

・
涌
谷
南
幼
稚
園（
☎
43
ー
２
２

６
０
）　
７
区
～
11
区
、
八
雲
区

・
の
の
だ
け
幼
稚
園（
☎
45
ー

２
１
１
８
）　
箟
岳
白
山
小
学
校
区

・
さ
く
ら
ん
ぼ
こ
ど
も
園（
☎

43
ー
６
６
８
１
）　
月
将
館
小
学

校
区

▼
受
付
期
間　
11
月
７
日（
月
）

　
　
　
　
　
～
11
月
30
日（
水
）

　
土
日
祝
日
を
除
く
９
時
～
16
時

▼
申
込
方
法　
入
園
児
同
伴
で
通

園
区
の
幼
稚
園
に
「
子
ど
も
の
た

め
の
教
育
・
保
育
給
付
認
定
申
請

書
」
と
「
入
園
願
書
」
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
必
要
書
類
は
、
各

園
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。
申
し

込
み
は
、
事
前
電
話
連
絡
の
上
、

訪
問
し
て
く
だ
さ
い
。

突
然
訪
問
さ
れ
て
太
陽

光
発
電
設
備
な
ど
を
契

約
さ
せ
ら
れ
た

　
突
然
自
宅
を
訪
問
し
た
事
業
者

か
ら
太
陽
光
発
電
設
備
と
家
庭
用

蓄
電
池
の
勧
誘
を
受
け
た
。
す
ぐ

に
契
約
す
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た

が
、「
安
く
契
約
で
き
る
の
は
あ

と
２
件
」
な
ど
と
説
明
さ
れ
て
約

３
０
０
万
円
で
契
約
し
て
し
ま
っ

た
。
よ
く
考
え
る
と
高
額
の
た
め
、

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
し
た
い
。

《
ア
ド
バ
イ
ス
》

　
特
定
商
取
引
法
の
訪
問
販
売
に

該
当
す
る
場
合
、
契
約
書
面
を
受

け
取
っ
た
日
を
含
む
８
日
間
は

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
を
行
え
ま
す
。

　
太
陽
光
発
電
設
備
や
家
庭
用
蓄

電
池
の
購
入
は
高
額
契
約
で
す
。

突
然
の
訪
問
時
に
、
契
約
を
急
か

さ
れ
て
も
そ
の
場
で
契
約
せ
ず
、

複
数
社
か
ら
見
積
も
り
を
と
る
な

ど
慎
重
に
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

　
困
っ
た
時
は
早
め
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。
毎
週
月
曜
日
・
木
曜
日

は
９
時
か
ら
15
時
ま
で
消
費
生
活

相
談
員
が
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
な
る
べ
く
電
話
で
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

（
資
料　
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課
町
民
生
活
班

☎
43
ー
２
１
１
３

More PickUp

11月30日は「人生会議の日」
人生の終わりまで、あなたはどのように過ごしたいですか

　人生会議（アドバンス・ケア・プランニング）とは、あな
たが希望する医療やケアなどについて、自ら考え、信頼す
る人と話し合うことを言います。誰でも、いつでも、命に
関わる大きな病気や怪我をする可能性があります。そして、
命の危険が迫った状態になると、約70％の人が、自分の望
みを人に伝えることができなくなるとされています。
　予め自分はどこでどのような医療を望んでいるのか、
最期をどこで迎えたいかなどを、信頼する人たちと話し
合い、考えを共有しておきましょう。
　11月30日「人生会議の日」に併せて、自分らしい人
生の最終段階を迎えるために、ご自身のこと、これから
のことについて、考えてみましょう。
【涌谷町在宅医療・介護連携推進協議会】
　涌谷町では医療や介護を必要とする高齢者が、住み慣

れた地域で安心して在宅生活を送れるよう、平成28年
度に「涌谷町在宅医療・介護連携推進協議会」を設置し
ました。委員の皆さんは地域医療に携わる医師や看護師、
ケアマネジャー、介護士など医療と介護を専門とする人
となっています。在宅医療・介護連携の取り組みを推進
するため、町の在宅療養の現状や課題など、よりよい在
宅療養を進めるための協議をすすめています。
【医療や介護の相談窓口を知っていますか？】
　在宅医療・介護の相談窓口を「地域包括支援センター」
に設置しています。地域包括支援センターには、主任介
護支援専門員、社会福祉士、保健師が配置されており、
医療・介護・保健・福祉などの側面から関係機関と連携
した対応、支援を実施しています。困りごとがある際に
は、ご気軽にご相談ください。

▼問い合わせ先　福祉課包括支援班
　（地域包括支援センター）
　☎25-7903
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▼
預
か
り
保
育（
常
時
）　
利
用
す

る
際
に
は
、
保
育
の
必
要
性
の
認

定
が
必
要
で
す
。
希
望
者
は
、
必

要
書
類（
左
記
）を
各
幼
稚
園
に
提

出
し
、
そ
の
後
の
面
談
を
経
て
、

利
用
の
決
定
を
し
ま
す
。

▽
必
要
書
類　
子
育
て
の
た
め
の

施
設
等
利
用
給
付
認
定
申
請
書

（
２・
３
号
）、
預
か
り
保
育
申
請

書
、
保
育
の
必
要
性
の
証
明
書
類

（
就
労
証
明
書
な
ど
）

▼
そ
の
他　

認
定
こ
ど
も
園
こ

ど
も
の
丘
幼
稚
園
部（
☎
87
ー

５
５
３
１
）に
つ
い
て
は
、
直
接

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
子
育
て
支
援
室

☎
25
ー
７
９
０
６

自
衛
官
を
募
集

《
自
衛
官
候
補
生
》

▼
応
募
資
格　
18
歳
以
上

　
　
　
　
　
　
33
歳
未
満

▼
受
付
締
切　
通
年
で
受
付

《
貸
費
学
生
》

▼
応
募
資
格　
大
学
の
理
学
部
・

工
学
部
の
３・４
年
次
な
ど

▼
受
付
締
切　
11
月
11
日（
金
）

▼
試
験
日　
12
月
３
日（
土
）

《
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生

徒（
推
薦
・
一
般
）》

▼
応
募
資
格

▽
推
薦　
男
子
で
中
卒（
見
込
含
）

17
歳
未
満
の
成
績
優
秀
か
つ
生
徒

会
活
動
な
ど
に
顕
著
な
成
績
を
修

め
学
校
長
が
推
薦
で
き
る
人

▽
一
般　
男
子
で
中
卒（
見
込
含
）

17
歳
未
満
の
人

▼
受
付
期
間

▽
推
薦　
10
月
１
日（
土
）

　
　
　
～
12
月
２
日（
金
）

▽
一
般　
10
月
１
日（
土
）

　
　
～
令
和
５
年
１
月
６
日（
金
）

▼
試
験
日（
い
ず
れ
か
指
定
の
１
日
）

▽
推
薦　

令
和
５
年
１
月
５
日

（
木
）～
１
月
７
日（
土
）

▽
一
般 

令
和
５
年
１
月
26
日

（
木
）～
１
月
29
日（
日
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
宮
城
地
方
協
力
本
部
石
巻

地
域
事
務
所

☎
０
２
２
５
ー
83
ー
６
７
８
９

町
営
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す

▼
募
集
住
宅

▼
申
込
期
間　
11
月
１
日（
火
）

　
　
　
　
　
～
11
月
15
日（
火
）

▼
抽
選
予
定
日　
11
月
18
日（
金
）

　
（
複
数
申
込
の
場
合
は
抽
選
）

▼
入
居
可
能
日　
12
月
中
旬
以
降

▼
入
居
要
件　
入
居
に
は
、
町
税

な
ど
の
完
納
し
て
い
る
こ
と
な
ど

の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
建
設
課

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

建
設
課
都
市
計
画
班

☎
43
ー
２
１
２
９

第
38
回
秋
の
山
唄
全
国

大
会
を
開
催
し
ま
す

　
五ご

穀こ
く

豊ほ
う

穣じ
ょ
うの
守
り
神
、
箟
岳
山

を
謳う

た

っ
た
民
謡
「
秋
の
山
唄
」
の

全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
優
勝
者
は
箟
岳
山
箟
峯
寺
に
お

い
て
「
秋
の
山
唄
」
を
奉
納
し
ま

す
。
す
ば
ら
し
い
歌
声
を
ぜ
ひ
ご

堪
能
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　
11
月
12
日（
土
）

　
　
　
　
９
時
50
分
～

　
　
　
　
13
日（
日
）９
時
～

▼
会
場　
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
入
場
料　
７
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ
先

秋
の
山
唄
全
国
大
会
事
務
局

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
内
）

☎
43
ー
２
１
１
９

わ
く
や
産
業
祭
２
０
２
２

＆
第
11
回
涌
谷
町
食
育
推

進
大
会
を
開
催
し
ま
す

　
「
職
」
と
「
食
」
の
地
産
地
消

を
テ
ー
マ
に
、
町
内
で
製
造
さ
れ

た
工
業
製
品
の
展
示
や
歌
・
踊
り

の
披
露
、
涌
谷
の
匠
大
集
合
ミ
ニ

上
棟
式
、
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
乗
車
体
験

コ
ー
ナ
ー
、
食
育
体
験
コ
ー
ナ
ー
、

飲
食
ブ
ー
ス
の
出
店
な
ど
、
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と
間
違
い
な

し
の
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
用
意
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

▼
日
時　
11
月
27
日（
日
）

　
　
　
　
10
時
～
14
時

▼
会
場　
涌
谷
公
民
館

▼
問
い
合
わ
せ
先

▽
わ
く
や
産
業
祭
に
つ
い
て

遠
田
商
工
会
涌
谷
事
業
所

☎
43
ー
３
４
５
０

▽
食
育
推
進
大
会
に
つ
い
て

健
康
課
健
康
づ
く
り
班

☎
25
ー
７
９
７
３

コロナ対策お知らせ イベント相談 募集

申し込みは、1世帯につき1戸に限り。
駐車場は別途月額2,000円かかります。

募集住宅・家賃月額 間取り

中江南住宅12号
21,900円～43,000円 4LDK

階層 世帯人数 戸数

一戸建て
（2階建て） 4人以上 1戸

☆３歳以上のお子さんは、いつでもピアノ無料体験できます。
☆電子オルガン (エレクトーン )もレッスンできます。

♪佐藤音楽教室　生徒募集

【教室所在地】
涌谷教室 (☎42-3077)
※涌谷第一小学校・福祉センター近く
古川教室 (☎22-1610)
※古川第四小学校近く・ブックオフ隣

ホームページはこちら！ http://satoongakukyousitu.blog.fc2.com/
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コ
ロ
ナ
禍
な
ど
の
影
響
で

困
窮
す
る
世
帯
に
食
品
を

無
料
で
配
布
し
ま
す

　
涌
谷
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な

ど
の
影
響
で
生
活
が
困
窮
す
る
涌

谷
町
内
在
住
の
世
帯
を
対
象
に
、

食
品
を
無
料
で
配
付
す
る
お
福
分

け
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

▼
実
施
期
間　
11
月
14
日（
月
）～

11
月
19
日（
土
）各
日
９
時
～
17
時

（
指
定
の
時
間
内
で
の
来
所
が
難

し
い
場
合
は
、ご
相
談
く
だ
さ
い
）

▼
申
込
方
法　

要
電
話
予
約
。

１
０
０
セ
ッ
ト
用
意
し
て
い
ま
す

が
、
最
終
日
を
待
た
ず
に
早
期
に

終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

涌
谷
町
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
支

援
係
生
活
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
43
ー
６
６
６
１

業
者
に
対
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
事
業
の
継
続
を
支
援
す
る
た
め
、

事
業
に
要
し
た
燃
料
の
購
入
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
交
付
額　
令
和
４
年
４
月
か
ら

９
月
ま
で
の
６
ヵ
月
間
に
お
い
て
、

交
付
対
象
車
両
の
運
行
の
た
め
に

購
入
し
た
燃
料
の
合
計
に
15
円（

１
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
）を
乗
じ
た

額（
10
円
未
満
切
り
捨
て
・
上
限

１
０
０
万
円
）

▼
交
付
対
象
者
・
対
象
車
両

貨
物
自
動
車
運
送
業（
ト
ラ
ッ
ク

事
業
者
な
ど
）、
一
般
乗
合
旅
客

自
動
車
運
送
事
業（
乗
合
バ
ス
事

業
）、
一
般
貸
切
旅
客
自
動
車
運

送
事
業（
貸
切
バ
ス
事
業
）、
一
般

乗
用
旅
客
自
動
車
運
送
事
業（
タ

ク
シ
ー
・
介
護
タ
ク
シ
ー
事
業
）

を
営
む
事
業
者
に
つ
い
て
は
事
業

用
車
両（
緑
・
黒
ナ
ン
バ
ー
）の
み
、

自
動
車
運
転
代
行
業
を
営
む
事
業

者
に
つ
い
て
は
登
録
車
両（
随
伴

用
車
両
）の
み

▼
申
請
期
間　
10
月
３
日（
月
）～

12
月
28
日（
水
）（
当
日
消
印
有
効
）

▼
申
請
方
法　
涌
谷
町
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
商
工
観
光
班

☎
43
ー
２
１
１
９

出
会
い
Ｄ-

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｙ

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　
出
会
い
と
交
流
の
き
っ
か
け
づ

く
り
と
し
て
、
会
話
中
心
の
「
で

あ
い
」
を
楽
し
む
青
年
交
流
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
す
て
き
な

出
会
い
を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

申
込
方
法
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
日
時　
12
月
18
日（
日
）

　
　
　
　
13
時
～
16
時

▼
場
所　
大
崎
市
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
あ
す
も

▼
対
象
者

▽
男
性　
大
崎
管
内
に
在
住
す
る

30
歳
か
ら
45
歳
ま
で
の
独
身
の
人

▽
女
性　
県
内
に
在
住
す
る
30
歳

か
ら
45
歳
ま
で
の
独
身
の
人

▼
参
加
費　
男
性
千
円
、
女
性
千

円▼
定
員　
男
女
各
25
人（
定
員
を

超
え
た
場
合
抽
選
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

大
崎
定
住
自
立
圏
青
年
交
流
推
進

事
業
実
行
委
員
会
事
務
局

☎
22
ー
３
０
０
１

涌
谷
町
原
油
高
騰
等

対
策
事
業
者
支
援
補
助
金

　
原
油
価
格
の
高
騰
で
影
響
を
受

け
経
営
環
境
が
悪
化
し
て
い
る
事

▼
日
時　
12
月
11
日（
日
）

　
　
　
　
10
時
～

▼
場
所　
涌
谷
町
町
民
医
療
福
祉

セ
ン
タ
ー
栄
養
室

▼
定
員　
先
着
10
人

▼
参
加
費　
一
般
：
６
０
０
円

　
　
　
　
　
協
会
員
：
無
料

▼
持
参
物　
エ
プ
ロ
ン
、
台
ふ
き

ん
１
枚

▼
申
込
方
法　
11
月
30
日（
水
）ま

で
企
画
財
政
課
に
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

企
画
財
政
課
企
画
班

☎
43
ー
２
１
１
２

第
２
回

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト

▼
日
時　
11
月
12
日（
土
）

　
開
場
10
時
30
分　
開
演
11
時

▼
場
所　
涌
谷
公
民
館

▼
定
員　
１
０
０
人

▼
演
奏
者　
バ
イ
オ
リ
ン
：
佐
藤

実な
お

治は
る

氏
、
ギ
タ
ー
：
小こ

関せ
き

佳よ
し

宏ひ
ろ

氏
、

ピ
ア
ノ
：
及
川
久く

美み

子こ

氏

▼
演
奏
曲　
知
床
旅
情
、
天
城
越

え
、
枯
葉
、
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア 

他

▼
入
場
料　
無
料

▼
申
し
込
み
先

　
ま
ち
か
ど
保
健
室

　
代
表　
鈴
木
由ゆ

美み

☎
０
９
０
ー
２
９
８
５
ー
４
０
５
１

武
家
屋
敷
で
ゆ
っ
く
り

紅
葉
狩
り
し
ま
せ
ん
か
？

　
秋
も
深
ま
る
こ
の
頃
、
ゆ
っ
く

り
紅
葉
を
楽
し
み
な
が
ら
武
家
屋

敷
を
散
策
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
期

間
中
、
町
指
定
文
化
財
・
佐
々
木

家
屋
敷
を
開
放
し
ま
す
。
ど
う
ぞ

散
策
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
期
間　
11
月
12
日（
土
）

　
　
　
～
11
月
20
日（
日
）

　
　
　
　
各
日
10
時
～
15
時

▼
場
所　
町
指
定
文
化
財
・
佐
々

木
家
屋
敷（
涌
谷
町
涌
谷
字
黄
金

迫
７
）

▼
入
場
料　
無
料

▼
そ
の
他　
駐
車
場
に
は
限
り
が

あ
る
た
め
、
公
共
交
通
機
関
な
ど

を
利
用
し
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課
文
化
財
保
護
班

☎
43
ー
３
０
０
１

涌
谷
町
国
際
化
協
会
主
催

韓
国
料
理
教
室
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　
外
国
の
料
理
を
作
り
、
海
外
の

食
文
化
に
触
れ
、
国
際
理
解
を
深

め
ま
せ
ん
か
？
今
回
は
、
韓
国
の

正
月
家
庭
料
理
な
ど
を
作
り
ま
す
。

　
感
染
症
対
策
と
し
て
、
作
っ
た

料
理
は
そ
の
場
で
飲
食
せ
ず
、
お

持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
す
。
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